
第 13 期第 1 回留萌地区海面利用協議会議事録 

 

１ 開催日時 令和 7 年 3 月 18 日（火）15 時 00 分～15 時 40 分 

２ 開催場所 留萌振興局 1 階 102 会議室 

３ 議  題 （１）北海道及び留萌地区海面利用協議会について 

（２）クロマグロ遊漁について 

（３）遊漁船業の適正化に関する法律の改正について 

（４）北海道海面利用協議会の開催結果について 

（５）その他 

４ 出 席 者  別紙のとおり 

５ 議事の顛末 

 

（沼田係長） 

定刻となりましたのでただいまから第１３期第１回留萌地区海面利用協議会を開会いた 

します。事務局の沼田と申します。本日はよろしくお願いいたします。 

開会にあたりまして、留萌振興局産業振興部水産課長の北からご挨拶申し上げます。 

 

（北課長） 

留萌振興局水産課の北でございます。留萌地区海面利用協議会の開催にあたりまして、

一言ご挨拶申し上げます。 

委員の皆様には、年度末の何かとお忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうござい

ます。留萌地区海面利用協議会は、漁業と海洋性レクリエーションの調和を図るため道の

施策を検討する上で、関係者の皆様からご意見を伺うことを目的に平成 6年に発足いたし

まして、今期で 13期目となるところでございます。委員の皆様方には、お忙しいところ

委員に就任いただき改めて感謝申し上げる次第でございます。 

また、13期の委員の任期につきましては令和 10年 2月 20 日までとなってございますの

でどうぞよろしくお願い申し上げます。 

さて、昨今は海洋性レジャーの多様化に伴いまして、海面を利用する際の安全の確保で

すとか資源管理の重要性がますます増してきてございます。道といたしましても、水産業

の安定的な発展だけではなく、海洋性レクリエーションの健全な発展を目指し、今後とも

委員の皆様のご意見をお伺いしながら、随時必要な対策に取り組んでいく考えでございま

す。本日の協議会におきまして、皆様方から忌憚のないご意見を頂けますようお願い申し

上げ簡単ではございますがご挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたしま

す。 

 

 



（沼田係長） 

まずは、お手元の配付資料をご確認願います。会議次第及び委員名簿に続いて、各資料に

なります。右上に資料番号を記載しておりまして、資料１から資料３がございます。また、

資料番号は付しておりませんがライフジャケット着用についてのリーフレット 1 部をご用

意しております。不足している資料等ございましたら、お知らせいただきたいと思います。

よろしいでしょうか。 

それでは、本日の協議会は、第 13期第 1回目の会議であることから委員の皆様をご紹介

させて頂きます。 

漁業関係者として、 

新星マリン漁業協同組合で代表監事を務められております 佐々木 圭太 委員。 

北るもい漁業協同組合で監事を務められております 対馬 功介 委員。 

遊漁船業者として、 

遊漁船第二紀宝丸の船長であり、留萌遊漁船会の会長を務められております 

上野 友弘 委員。 

海洋性レクリエーション関係者として、 

羽幌モーターボート協会の会長を務められております 青柳 誘孝 委員。 

学識経験者として、増毛町役場農林水産課長 川上 輝久 委員。 

公益代表者として、北海道漁業協同組合連合会留萌支店長 石本 敬 委員。 

本日欠席されておりますが、漁業・遊漁兼業者として、 

増毛漁業協同組合で理事を務められており、 

遊漁船第二十一松福丸の船長であります 櫛引 一也 委員。 

以上 7名の委員の皆様を、第 13期留萌地区海面利用協議会委員として選任しております。 

次に、事務局の留萌振興局出席者になります。(別紙名簿のとおり紹介) 

本日は皆様よろしくお願い致します。 

続いて、当協議会の座長についてですが、協議会規約第４(２)により当振興局水産課北課

長を座長とし、会議を進めさせて頂きたいと思います。 

それでは、北課長よろしくお願いします。 

 

（北課長） 

座長を務めます、北でございます。皆様の協力を得ながら議事を進めていきたいと思いま

すのでよろしくお願いします。 

それでは、議題１「北海道及び留萌地区海面利用協議会について」事務局より説明願い

ます。 

 

（事務局） 

議題 1として、協議会開催が 6年ぶりであるとともに、今回が第 13期の第１回目とな



りますので、まずは北海道及び留萌地区海面利用協議会についてご説明させていただきま

す。資料 1をご覧ください。 

海面利用協議会の概要についてですが、当協議会は海面における漁業、遊漁と海洋性レ

クリエーションの紛争の予防及び調整や解決を促進し、海面の円滑な利用を図ることを目

的として平成 6年から設置しております。現在は、道が施策を検討する際の参考とするた

め、関係者から意見聴取し、全道的な見地から意見を伺う場としての北海道海面利用協議

会と、地域の課題等について意見を伺う場として、全道１０地区に地区協議会がございま

す。これまで、北海道海面利用協議会においては、秋さけ資源に関することや、さくらま

す船釣りライセンス制に関することなどを議題に開催してきました。また、留萌地区海面

利用協議会では、海上での安全対策やくろまぐろの資源管理等を議題に開催しておりまし

た。 

なお、本協議会は北海道庁の「付属機関等の設置及び運営に関する基準」に基づき、協

議会の資料、議事概要を留萌振興局水産課のホームページにより公表することになります

ので予めご承知願います。 

説明は以上です。 

 

（北課長） 

ただいま事務局から説明のあったとおり、本協議会は海面を円滑に、有効に利用してい

くため有識者の皆様から意見を伺う場としての位置づけでございます。委員の皆様には忌

憚のないご意見を頂ければと思います。 

議題 1につきまして、何かご質問等ございますでしょうか。 

ないようですので、続きまして議題２「クロマグロ遊漁について」事務局より説明願い

ます。 

 

（事務局） 

クロマグロ遊漁についてと書かれた、資料 2をご覧願います。 

クロマグロについては、日本をはじめ各国で漁獲してきた結果、資源が減少したことか

ら、国際合意に基づき、親魚資源量を回復させるため、厳しい資源管理措置に取り組むこ

とになりました。国は、クロマグロについて、国際的な資源管理措置に基づき、漁業者に

対し厳格な数量管理を実施しております。遊漁者にも漁業者の取組に準じ協力を求めるこ

ととし、遊漁についても一定の管理を行うため、令和３年６月から広域漁業調整委員会指

示による規制を導入しました。 

 委員会指示の内容としましては、遊漁における小型魚の採捕は禁止となっております。

小型魚が釣れた場合は速やかなリリースをお願いします。 

大型魚については、釣ったものの重量・海域について水産庁へ報告をお願いします。 

3 枚目の資料 2別紙をご覧ください。こちらは水産庁ホームページに掲載されている資



料であり、令和 7年度の変更点について記載されています。今年度までは、陸揚げ後の報

告は３日以内でしたが、令和７年４月１日からは翌日までに短縮となります。大型魚のキ

ープについても一人一日一本までとなっておりましたが、来年度からは一人一月一本とな

ります。また、採捕数量が積み上がると、大型魚の採捕禁止について公示が行われます。 

また、水産庁への採捕報告の内容についても、４月以降は、尾叉長、陸揚げ場所、計量方

法、遊漁船登録番号などの項目が追加され、尾叉長が確認できる写真や本人確認書類を提

出することとなりましたので、水産庁ホームページで確認をお願いします。 

戻りまして資料 2ページ目をご覧ください。 

参考として令和 5年度及び令和 6年度の採捕実績を載せておりますが、時期毎に採捕数量

が割り振られており、超過の恐れがある場合には採捕禁止となることがあります。 

採捕禁止となった場合は、水産庁のホームページで公開され、振興局からも通知している

ところではございますが、釣りをされる場合には、水産庁のホームページで最新の情報を

ご確認頂きますようよろしくお願いします。 

また、現在の複数月で採捕上限を決める管理方法について、例えば令和 6年度の 8月か

ら 9月では、8月の初めに採捕上限に到達してしまい、9月末まで長期間釣ることができ

ないといった状況となっていましたが、来年度からは、毎月の採捕上限を均等に割り振る

ことになっております。 

資料 3ページ目をご覧ください。こちらは、クロマグロ遊漁者に対する委員会指示によ

る指導状況です。昨年度までは、違反があった場合に指導文書を発出し、再度違反が確認

された場合に、指示に従うべき命令が発出され、それでもなお命令に従わない場合には罰

則が適用されていました。しかし、今年度からは、違反があった場合の措置が迅速化され

ており、違反が確認された場合は直ちに指示に従うべき旨の命令が発出されることとなり

ました。こちらも委員会指示の有効期間が１年間となっていたものが、４月以降は２年間

になり対策が強化されることとなっています。命令に従わない場合、漁業法第 191 条に基

づき、罰則として 1年以下の懲役、50万円以下の罰金等が適用されます。 

説明は以上です。 

 

（北課長） 

ただいま事務局から説明がありましたが皆様ご意見、ご質問等ございますか。 

よろしいでしょうか。（特になし） 

クロマグロについては、漁業者だけではなく遊漁の面からも資源管理が必要とされてい

ます。管理体制も強化されているところですので、引き続き皆様のご協力をお願いしま

す。 

それでは、議題３「遊漁船業の適正化に関する法律の改正について」事務局より説明願

います。 

 



（事務局） 

それでは、水産庁が作成したパンフレットで内容について紹介します。改正遊漁船業法に

ついてと書かれた資料３をご覧ください。 

国は、令和５年６月に、安全管理の取り組みを強化するため、遊漁船業の制度の根拠で

ある「遊漁船業の適性化に関する法律」等を改正し、令和６年４月１日に施行となりまし

た。２ページ目をご覧ください。 

大きく変わるのは２点ありまして、１つ目は、利用者の安全性向上のための遊漁船業者

及び遊漁船業務主任者の新たな責務についてです。２つ目は、地域の水産業との調和を図

るため、遊漁船業に関する協議会制度を創設することができるようになることです。 

それでは、１つ目の遊漁船業者の新たな責務についてです。３ページ目に内容が列挙さ

れておりますので、順番に説明して参ります。４ページ目をご覧ください。新たな業務規

程についてです。 

これまでも遊漁船業者には業務規程を作成し、道に届出をしてもらっていましたが、新

たに利用者の安全管理に関する業務や、従事者への教育の実施に関する業務などの記載が

必要となりました。また、これまでは、遊漁船業者の登録後に営業を開始するまでに届出

をする扱いでしたが、今後は、登録・更新時に必要な書類となりました。 

なお、留萌管内においては、全業者が新たな業務規程を届出済みとなっております。 

５ページ目をご覧ください。遊漁船業務主任者の管理や教育についてです。 

遊漁船業務主任者の役割は、利用者の安全確保の要となります。衝突事故がないよう適切

に見張りを実施することや、利用者に守ってもらうルールを教える、指示するといった従

来の責務に加え、①出航前の検査等②出航判断等への意見③利用者に対する安全確保のた

めの指導・助言④瀬渡しの場合の巡回等⑤乗務記録の作成が必要となります。  

このほか、遊漁船業務主任者になるための実務研修の必要日数が、従来の１０日間から３

０日間へ延長されることや、これまで規定されていなかった実務研修を実施する者につい

て、遊漁船業務主任者として１年以上の実務経験を有する者とされたことなどです。 

また、遊漁船業務主任者の欠格要件について厳しくなりました。これまで、業務改善命

令により遊漁船業務主任者を解任された場合、再度、遊漁船業務主任者になるまでは２年

間の期間が必要でしたが、今後は５年間に延長されました。 

３ページ目に戻ります。(3)重大な事故が発生した際の都道府県への報告です。これま

でも業務規程で報告を求めていましたが、今後は法令で報告が義務付けとなりました。続

いて、(4)利用者の安全確保等に関する情報の公表です。今後は、利用者の安全確保や利

益保護のために講じた措置などに関する情報を、原則、自社が管理するインターネットに

より公表することになっています。ただし、常時使用する従業員が１人以下か自社ＨＰを

持たない場合は、営業所への掲示で可能となります。これは、利用者がより安全性の高い

事業者を選べるようにするための措置となります。１つ飛ばしますが、(6)遊漁船業者登

録票のインターネットによる提示です。これまで、遊漁船や営業所に掲示していました



が、原則インターネットで公表することになりました。こちらも、常時使用する従業員が

１人以下か自社ＨＰを持たない場合は従来どおりとなります。 

７ページ目をご覧ください。損害賠償措置についてです。これまでは、定員一人当たり

３千万円以上でしたが、見直しにより定員一人当たり５千万円以上の保険に加入すること

が必要となりました。 

 ８ページ目をご覧ください。安全確保等に問題のある遊漁船業者への措置についても記

載されています。先ほど、遊漁船業主任者への欠格事項が強化されたことについて説明し

ましたが、遊漁船業者も問題があると判断された場合は、①登録の有効期間の短縮②登

録・更新時の欠格期間の延長と拒否要件の追加といった部分で罰則が強化されています。 

９ページ目は、遊漁船業に関する協議会制度についてです。今回の法改正で、遊漁船業

者、遊漁船業団体、漁業者を構成員として協議会を組織できる制度が創設されました。こ

のことについては、現在検討しているところですので、現段階では情報提供としてお伝え

しておきます。 

説明は以上です。 

 

（北課長） 

ただいま事務局から説明がありましたが皆様ご意見、ご質問等ございますか。 

 

（対馬委員） 

 遊漁船って今こんなに厳しくなったんですね。そんなに悪いことをしているようには思

えないですけれども。 

 

（上野委員） 

 言いたいことは色々あるけれど、言い出したらきりが無いんですよね。 

 国交省には、何回も救命いかだについて電話をしていますし、別件で行くこともありま

すが、安全を担保するために規制強化になっていると思うんです。安全についていうので

あれば、2馬力のボートもどうにかできないのかなと思うんです。国交省にも言っていま

すが、例えて言うと、道路の場合エンジンがついている一番小さい乗り物は原付で、免許

がいります。海の上でエンジンがついてる一番小さい乗り物は、2馬力のゴムボートです

けれど、免許はいらないです。同じ海の上で、片方は法律を学んで免許を持っている人だ

けれど、もう片方は法律やルールを知らない免許を持っていない人、その両方が混在する

と必ず事故は起きると思います。死亡事故を含むその他海難事故全体でみると、免許持っ

ていない彼らが一番ウェイトを占めてると思います。 

漁業被害もそうだし、邪魔した・邪魔しないもあるし、事故を起こした・起こしてな

い、救助の要請をした・しないっていうのは、私たちの目から見れば、免許を持っていな

い方々が全体の 7割から 8割なのかなと思いますので、安全という部分で我々に担保を求



めるだけでなく、そういうところも変わっていって欲しいというのが私たちの本音です。 

 

（佐々木委員） 

 そういう意見は全国からいっぱい出ているんでしょうね。 

 

（上野委員） 

 意見は出ているとは思うけれど、国交省も動きにくいんだと思います。一度良いと言っ

てしまったものを、ダメって言えないんだと思います。だから、たぶん国交省の担当者の

人も分かってくれてるとは思うけど、同じ乗り物で、原付は免許いる・自転車は免許がい

らない。手こぎのボートなら話は分かるけど、2馬力のゴムボートも免許がいらないこと

になっている話もします。そうしたら上の人に話は伝えておきますって言ってくれるけ

ど、中々改善はされないと思います。 

 夜に無灯火で走らせている人もいるし、そうなると目視で当然見えないんですけど、事

故が起きたときにどちらが悪いのかという話になると、こちらが悪くなってしまうんで

す。 

 

（対馬委員） 

 遊漁船ばっかり決め事があって、色々とダメだってことになるのであれば、小さいボー

トもダメですってならんとね。 

 

（上野委員） 

 やはり免許がないから、夜でもいつでも好きなときに好きなようにしてしまったり、私

たちでは海に出ないような日に出てしまったりすることで、海難事故が起きてしまうと思

います。 

 

（北課長） 

管内としての現状や貴重なご意見頂くことができたと思います。ありがとうございま

す。遊漁船業法につきましては、皆様十分ご承知のことだと思いますので、引き続き安全

管理の徹底していただければと思います。 

 その他、遊漁船業法に関してご意見などございますでしょうか。 

 

（上野委員） 

無線や設備の面についてですが、今は救命いかだを搭載するようにという話だし、無線

と AIS も最後には積む必要があるのかと思います。無線を積むのはいいんですが、積むよ

うにという話に併せて、免許が必要だというアナウンスは出てないんですよね。私たちは

免許を持っているから分かりますけど、積まないといけないですよってなった時に、免許



が必要なんですという話になると困ると思いますし、そういうことは事前に皆さんに通知

した方が良いのではないかなと思います。25W の VHS 無線機を積むなら 2級の海上特殊無

線の免許がいるんです。国家試験を受ける必要があるので、無線を積みましょうという話

の前に、まずは免許を取ってくださいから始めた方が良いのではないかと思います。プレ

ジャーボートの人とかは免許を持ってないのではないでしょうか。漁師さんは漁船で使う

から皆さんお持ちだと思いますけれども。 

 

（佐々木委員） 

一年間のスケジュールを送ってくれればすごい優しいよね。ここでいつ試験があるとか

教えてもらえればね。 

 

（上野委員） 

 来年の何月から施行するからそれまでに免許を取ってくださいっていうのが重要だけ

ど、そういうことを知らない人がいっぱいいると思います。そういうところも優しくして

あげないと、急に言われて困る人もいっぱいいると思います。 

 水産庁や振興局さんは書類とかを送ってくれるので、親身になって教えてくれると思っ

ています。今回の遊漁船の話はほとんど国交省が関係していると思います。遊覧船の事故

が発端で国交省からの話だと思いますが、通知とかはあまり来ないので、情報を得る機会

があればと思っているところです。 

 

（北課長） 

 我々としましても、国交省や担当機関から情報があれば、皆様と共有していきたいと思

います。逆に皆様から情報を頂くこともあると思いますので、引き続きよろしくお願いい

たします。 

 他に何かございますか。（特になし） 

それでは、議題４「北海道海面利用協議会の開催結果について」事務局より説明願いま

す。 

 

（事務局） 

3 月 3日に札幌市で開催された、北海道海面利用協議会において話題に挙がったことに

ついて、資料等はございませんが、ご紹介させて頂きます。 

 道東・道南を中心に行われている、さけ・ますライセンス制について、実施状況につい

て説明があったとのことです。近年の全道のライセンス取得隻数について、サクラマスラ

イセンスにおいては 700 隻弱、秋さけライセンスでは 140 隻前後で推移しているとのこと

でした。また、ルールを遵守したさけ・ます釣りが行われ、トラブル等も減少傾向にある

とのことです。 



 北海道漁業調整事務所からは、クロマグロ遊漁に関して、クロマグロ遊漁専門部会での

検討状況について紹介があったとのことです。採捕上限の設定方法や採捕時の報告の迅速

化等が検討されているとのことです。 

また、第一管区海上保安本部からの情報提供として、昨年度の海難事故等について説明

があったとのことです。事故件数としてはプレジャーボートの割合が高いことの他、エン

ジンの整備不良に起因する事故も多いとのことから、出漁前の点検についても確実に実施

して頂きますようお願い致します。 

説明は以上です。 

 

（北課長） 

ただいま事務局から説明がありましたが皆様ご意見、ご質問ございますか。 

（特になし） 

今後も、札幌で開催された北海道海面利用協議会の内容については、本協議会でも共有

していきますのでよろしくお願いします。 

最後にその他として事務局より説明願います。 

 

（事務局） 

 最後にライフジャケットの着用に関してです。 

 今般、苫前町沖合で発生した漁船海難事故については皆様記憶に新しいところだと思い

ます。報道によると、乗組員に着用が義務づけられているライフジャケットを着用してい

なかったと見られております。皆様におかれましても、ライフジャケットの必要性につい

ては十分ご承知の上だとは思っておりますが、漁業、遊漁、レジャー問わず、今一度ライ

フジャケットの常時着用を徹底し、海難事故等の未然防止に努めて頂くとともに、周囲の

方々へも周知のご協力をよろしくお願いします。 

 

（北課長） 

ただいま説明があったとおり、皆様におかれましても十分ご承知とは思いますが、海に

出る際には、より一層の注意を払っていただき事故の無いようよろしくお願いします。 

本日予定されていた議題については以上で終了となりますが、全体を通してご意見等ご

ざいますか。（特になし） 

それでは、以上をもちまして第１３期第１回留萌地区海面利用協議会を終了いたしま

す。本日は、ありがとうございました。 

 


